




 

昭和 57 年度から「先天異常のモニタリングに関する研究班(主任研究者:山村雄一大阪大学

総長)」のなかに「遺伝子銀行の設立に関する研究班(分担研究者:和田義郎)」が編成され

活動を行ったので,その結果を報告し併せて将来に対する展望を述べる。 


